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目的･･･行幸・巡幸の変化を通して、時代による天皇と国民との関わりの変化を歴史的背景も踏まえて探り、皇室や今後の日本について考察するため。

仮説･･･「明治六大巡幸」が「戦後巡幸」と酷似しているのは大日本帝国憲法が関係しているのではないか。

着目点･･･近代以降の天皇が在位中に行った地方行幸に焦点を当て、地方行幸数の増減やその内容の変遷に注目する。
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◯前期
①地方に住む人々に天皇を崇敬
　

②官庁、学校、軍事施設、
　

③・８回の大規模な巡幸

◯後期
①陸軍特別大演習、海軍観兵式

②軍事施設

①被災地訪問や行事への参加を通して

②全国各地

③・幅広い機会で、精力的に各地を訪問

①目的　②訪問先　③その他の特徴

①大規模軍事演習、

②軍事施設、

③・皇后同伴の行幸

◯戦前
①戦況打開祈願

②地方、神社

③・満州事変前後での行幸の変化

◯戦後
①戦争や被災の疲労を天皇自らが

②46都道府県（沖縄を除く）

③積極的に各地を訪問

◯参考文献

◯探究結果

　◯導入（目的、仮説、着目点）

◯考察

【仮説に対する考察】

「大日本帝国憲法が行幸に大きな影響を及ぼした」という仮説は、行幸に大きな変化を与えたという点では肯定できる。

【今後の皇室についての考察】

戦後、天皇と国民が関わる機会は大きく増加し、天皇以外の皇族による地方行啓も増加した　⇒　皇室と国民の距離が縮まった

⇔インターネットの普及による、意見の発信の自由化、急速な情報の拡大　⇒　国民の声が国の方針に大きな力を持ちつつある

　　　　　　

過去、日本では「御真影」や「教育勅語」を用いて、「不動」で「絶対的なもの」として天皇の地位が確立された

＝教育の力は大きい⇒国単位で今後さらに天皇や皇室についての歴史の教育を行う

御真影が全国に広まり始め、
行幸の必要性が低下
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行幸・巡幸総数と年平均

戦前の新たな天皇像を発見できる可能性大

・昭和前期の地方行幸復活の要因

・明治後期・大正に地方巡幸が行われなくなった要因

「一方、明治六大巡幸と戦後巡幸が酷似していたことを説明する原因としては不足。

酷似の原因として新たに考えられるもの

①明治後期・大正において地方訪問の役割が皇太子のものに変化したこと

②大日本帝国憲法により天皇の地位が厳格に規定されたこと

③御真影の広まりにより行幸の必要性が薄れたこと

する習慣を根付かせるため

産業施設、寺社

・多様な移動手段
・「天覧」の増加
・人々との関わりの増加
・固定されていない天皇像

避暑・避寒、儀礼

・皇太子の地方行啓体制の崩壊

③・地方行幸の激減及び皇太子への委任

・「天覧」の減少
・移動手段の鉄道への変化
・臣民との関わりの減少

・他の皇族への公務の委任増加
・摂政に公務を
・委任

国民と直接関わるため

労うため

避暑・避寒地
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